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Ⅰ　はじめに
　サキシマハブの自然分布地は琉球列島南部の石垣島と

西表島及びその周辺離島であるが，沖縄本島南部の糸満

市では1970年に同地の観光施設でハブとマングースの決

闘のために飼育されていた150個体前後の同種が流出し，

繁殖増加した．筆者らの2004年以降の調査中にトラップ

で捕獲したサキシマハブのうち体長測定の終了した220

個体の計測値を記す．なお，自然分布地の西表島の個体

については城間(1986)の報告がある．

Ⅱ　方法
　サキシマハブの採集は４タイプのベイトトラップと誘

導網付きハブトラップで行った．調査中に直接捕獲した

１個体も含まれる．トラップの見回りは原則的に週１回

行い，回収した個体は冷凍保存し，後日まとめて体長測

定と消化管内容物及び雌の卵数の確認を行った．頭胴長

と尾長，体重を測定し，胃内容物は目視で種の同定を行

い，アルコール保存した．腸内容は主に小型ほ乳類の毛

が確認された．後日の顕微鏡による同定のためにアル

コール保存した．

Ⅲ　結果
　2004年捕獲の84個体と2005年捕獲の112個体の計測

値を表２に示す．全長は最大124cm，最小29.7cmで，雄

は70cm台，雌は60cm台が多かった．体重は最小3.81g，

最大355.8gの雌(保卵)であった．性比は雄137，雌72，

不明10で，ほぼ2:1であった．卵を保持していた個体は

２個体で2004年6月1日に捕獲された全長120cm，体

重355.8ｇの個体から5個，2005年5月25日捕獲の全長

65.8cm，体重86.55gの個体から6個確認された．
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図1．糸満市で捕獲されたサキシマハブの体長組成　

表１．サキシマハブの体長組成
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